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日本語学習者の聴解学習に関する予備的調査
一東北大学留学生のインタビューをもとに一
松　本　一　見
キ-ワード:聴解学習､学習方法､日本語学習者
要　旨
今lH川本語学習者に聴解の学習か去について面接を行い､聴解能力をどのよう
に伸ばしてきたかを調べた｡その結果､(1)聴解能力を双方向のコミュニケーショ
ン能力ととらえていること､(2)日本人を身近な学習リソースとして活用している
こと､(3)学習者の興味に合った聴解の学習力▲法を用いていることが明らかになっ
た｡このことから国外の教師はもとより国内の教師も､H本譜学習者と人的･)ソー
スをつなげる手段やその活用方法を考えていく必要があるといえるo
1.問題と目的
日本国内外に住む日本語学習者は､コミュニケーションの手段としての日本語を
どのように習得しているのだろうか｡この問いに関して､宮崎(2001)では日本の相撲
社会に焦点を当て調査を行っている｡その中で､学習者の日本社会に対する心的距離
と日本語学習者の周りの日本人が重要な鍵を振っていることを明らかにした｡また
中西(2007)では､大学生に自由記述のアンケートを行い､どのようにして漢字､語嚢
を学習しているのかを調べている｡しかしながら､コミュニケーションに必要な聴解
能力に関して､日本語学習者がどのように学習し､習得しているのかを調べているも
のは筆者が探す限り見当たらない｡
日本語能力試験などの結果では､日本国内の学習者と､国外の学習者では､聴解の
試験結果の違いが顕著にあらわれている｡しかし実際に､日本語学習者はどのように
して日本語の聴解能力を伸ばしているのかは明らかにされていない｡また､何年も住
みながら日本語を習得できない定住者もいる｡そこで今回､日本国内の日本語学習者
がどのように聴解の学習を進めているかを､面接法で調査を行った｡
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2.調査の概要
2-1.調査の目的
日本国内の日本語学習者が､どのように聴解学習を行い､日本語を習得してきたか
を明らかにする｡
2-2.調査期間と対象
2009年7月10日から8月28日で､調査対象者は東北大学に在籍する留学生6名(男性1
名､女性5名)である｡国籍はドイツ1名､韓国1名､中国4名｡研究生2名､大学院生4名で
ある｡対象者はすべて日本語能力1級を取得している｡
2-3.調査方法
調査は半構造化面接法で行い､使用言語は日本語である｡ 1人につき1時間ほどの
面接時間を設けた｡質問項目は大きく分け､聴解の学習方法､日本語習得の過程､聴解
学習に対する意識の3つである｡
2-4.調査対象者の詳細
以下に調査対象者6名の日本語学習歴と詳細を述べる｡
･A(中国､大学院生)
2008年夏に中国の外国語大学を卒業｡専攻は日本語｡同年10月より東北大学
の研究生を経て2009年4月より東北大学の大学院生となる｡大学院での専攻は
人間科学専攻分野である｡
･B(中国､研究生)
2004年に来日し､ 1年間日本語学校､ 2年間日本の専門学校に通うoその後1年
中国へ戻ったのち､ 2008年秋に東北大学の研究生として来日｡日本語学校に通
う前は､日本語を勉強したことはない｡現在言語､文化関係専攻の研究生をして
いる｡
･C(中国､大学院生)
2008年夏に中国の外国語大学を卒業｡専攻は日本語｡同年10月より東北大学
の研究生､ 2009年4月より東北大学の大学院生となる｡経済学関係を専攻してい
る｡
言語科学論集第13号2〔伽年 49
･D(中国､大学院生)
2006年に北海道の大学に交換留学生として来日｡ 10ケ月滞在後帰国し､
2008年夏に大学卒業｡ 2008年秋から東北大学の研究生となり､ 2009年春より大
学院1年生となる｡現在経済学関係を専攻している｡
･E(韓国､大学院生)
2004年に半年間東京の日本語学校へ語学留学｡その後韓国-帰国し､大学へ
通いながら韓国の日本語学校へ半年通う｡大学の専攻は歴史学と日本語学であ
る｡大学卒業後1年間日本でワーキングホリデーを体験したあと､韓国へ帰国｡
その後2008年4月より東北大学の大学院生となる｡専攻は言語学関係である｡
･F(ドイツ､研究生)
父がドイツ人､母が日本人であるが､本人は高校生の時まで日本語を勉強し
たことがなく､日本語はあいさつ程度しかわからなかった｡高校生の時､交換留
学生として1年間日本に滞在後帰国し､大学､大学院に進学｡ 2008年4月に東北
大学大学院の特別研究生となるまで､現地の日本人子弟のための日本語補習校
や､日本人の友人などと日本語を話したりしながら日本言吾に触れる｡大学の時
より専攻は文化科学関係である｡
3.調査結果
3-1.学習方法
聴解の学習方法として､テープやCDなどの音声を聞く､テレビや映画を見る､ディ
クテーションを行う､音読を行う､日本人と話す､シャドウイングを行う､日本人が話
している日本語を聞くという方法があがった｡今回の被験者6名に共通していたの
は､日本人と話すということであった｡以下､特徴的な4つの学習方法について､具体
的な取り組みを述べる｡なお､わかりやすさのため必要な情報を( )書きで補った｡
(1)テープやCDなどの音声を聞く
この方法を挙げたのはA,C,Dの被験者で､いずれも中国の大学で日本語を専攻して
いるという共通点がある｡この方法は主に､日本語の音声に慣れるということと､日
本語の意味を理解するという2つに分けられた｡以下インタビューの詳細である｡
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A:テープを渡されてそれを全部日本語で書くんですけど､最初はあんまりできな
いんですよ｡何回も何回も聞いて､音を日本語で書くことをして､最初は意味が
わからないんですけど､そのうち意味がすこしずつわかるようになったんです
ね｡
C:毎日朝からグラウンドで(声を出して)読むんですね｡私の大学は外国語大学で､
その練習方法は特徴的ですね｡教科書を手に持って｡最初はあまり意味がわから
ないけど､だんだん自然に意味がわかってきて､全部わかるようになるんです｡
私はMP3があったので､それで聞いて､時々テープと一緒に言ったり｡それは面
白い｡私が読むほうがテープより早いことが多かったですね｡あとはイントネー
ションとか発音チェックしたり｡(中略)あとはシャドウイングもやりましたね｡
大学に同時通訳の先生もいて､その先生は実際に通訳してます｡最初は難しいけ
ど､勉強になりましたね｡
D:大学は寮で4人部屋なんですね｡で､部屋にいるときにテープをみんなで聞きま
すね｡聞かない時はみんなでゲームしたりして遊んでました｡別に宿題とかじゃ
なく､聞こうかという感じで｡
AはテープやCDなどを聞き､ディクテーションを行っていた｡ディクテーション
は現地の大学の課題として出され､繰り返し行われていたということである｡またC
はテープやCDを聞き､それと同時に音読したり､シャドウイングをしたりという方
法をとっていた｡ Dはテープで産出するというよりも､日本語の音を流すという方
法を挙げた｡
A､ C､ DがテープやCDによる練習方法を挙げたのは､中国の日本語専攻の大学
の方針が音声を積極的に活用しようと考えているためだと思われる｡同じ出身国の
Bは日本で日本語を勉強始めたが､テープやCDはあまり聞かなかったと答えている｡
(2)テレビや映画を見る
次にテレビや映画を見ることについて述べたい｡これを学習方法として挙げたの
はA､ B､ C､ Eの4名である｡ 4名ともテレビや映画､アニメが好きだということで､
インターネットの動画､ DVD､ビデオ､テレビ番組などを聴解学習に活用していた｡
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うち2名は同じものを繰り返して見るという方法をとっていた｡
A:日本のドラマとかアニメが結構好きで､よく見てますね｡ドラマはストーリーが
あるので(聞いて)わからないところも大体わかります｡バラエティーはよく日
本語(字幕)があるので｡
イ:中国にいるときも日本の映画とか見てましたか｡
A:そうですね｡最初は中国語(字幕)を見るんですけど､ 2回目は少し日本語を聞い
て､だんだん中国語を見ないで日本語だけ聞いて｡
B:テレビは結構見ます｡ 1日2から3時間くらい｡料理とか楽しみ半分､勉強半分｡
わからないところはメモにとって､辞書で調べて後で｢ああ､こんな意味か｣とわ
かりますね｡ドラマとかも同じです｡最初(日本語の勉強を始めたばかりの頃)は
ドラマ(サスペンス)の犯人が誰かわかるけど､どうしてかわからなかったんで
す｡でも､(日本語がわかるようになって)細かいところを聞いて､わからない言
葉の意味を調べて､この人が犯人ってわかるようになりますね｡
C二日本のアニメが好きで､何回も(中国で)見ました｡中国語の字幕があるので､一･
緒に見て､でも繰り返して見たら(日本語を)覚えますね｡楽しいですよね｡他に
は､大学の時週末に寮で映画鑑賞会があったんですね｡古い映画とかであまり好
きじゃなかったんですけど､友達が一緒に行くから行きますよね｡中国語がない
からよく聞いて｡終わった後に友達と行くから､映画の内容とかについて話すん
ですね｡内容について話すから､真剣に見てました｡
イ:日本でもよく映画とかテレビとか見ますかo
C:そうですね｡ドラマが好きをので見ます.面白いですね｡
イ:わからないところはどうやって理解するんですか｡
C:わからない単語は辞書で調べますね｡メモに書いて｡それでわかります｡わから
ない言葉は単語帳にして､全部で4冊くらいになりましたo
D:インターネットのニュースとか､(中国の)授業でやりましたね｡自分でもイン
ターネットで日本の映画とかたまに見てました｡中国語(字幕)がありましたけ
ど｡でも日本語を聞くのは勉強になりましたね｡(中略) 1年間交換留学していた
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時はあまり見ませんでした｡今もあまり見る方ではないですね｡
E:日本のドラマが結構好きで､色々見ますね｡やっぱり面白い｡ドラマはストー
リーがあるから､(日本語がわからなくても)｢たぶんこうだろう｣と思って見て
ましたね｡最初は聞ける日本語はあんまりないんですよ｡でも勉強した言葉とか
文法とか聞けるようになって｡｢ああ､これ､こういう意味か｣とか｡そういうの嬉
しいんですよね｡それから(日本語が上達してから)だんだん大体の意味がわか
るようになって｡わからない言葉は辞書で引くんですね｡ドラマを見るときは必
ず辞書(を用意してました)｡(中略)でも､ドラマはすぐわかるようになったんで
すけど､お笑い､バラエティーはなかなかわからなかったですね｡難しい｡辞書に
ない言葉とかいっぱいあるから｡だんだん少しずつわかるようになってきたん
ですけど｡
(｢イ｣は面接者)
(3)身近な日本語を意誠的に聞く
日本で生活していることで日本語を自然に聞く環境にあるが､ 3名の学習者が日
本語を意識して聞くことが学習になるとした｡
B:家に帰って､テレビを必ずつけます｡家のことをしながら､ちょっとテレビをみ
て､ 10分したらまた家のことをして｡ 10分集中して｡いつも何か見たり(聞いた
り)してますね｡
E:電車に乗ったり､(お店で)コーヒーを飲んだりしている時に､隣の人の話に耳を
傾けるんですね｡何を話しているか最初は全然わからなかったんですけど､わか
る言葉とか聞こえて､何を話しているのかなと｡意識して周りの人の言葉を聞い
ていましたね｡
F:(高校の)授業は最初わからなかったんだけど､一生懸命ノートを取って､そした
らわかる言葉もあるのね｡全然わからなかったんだけど､ノートに漢字もなんと
か書いて｡うちに帰ってから辞書とかで調べてた｡そしたら言葉が増えるから､
授業も聞いてちょっとわかるようになって｡
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(4)日本人と話す
面接では｢聞くこと｣の勉強方法について尋ねたが､ 6名全員が｢日本人と話す｣と
いう日本語の産出を勉強方法として挙げた｡その理由として､｢話せれば､聞けるよう
になる｣｢話すことと聞くことは一緒｣｢使うことが聞くことなど上達するのに大切｣
などという回答であった｡以下､具体的にそれぞれが勉強方法として挙げたものを紹
介する｡
A:大学の時､日本人と話す活動があったんですね｡そこで(日本語を)話して､勉強
したものを使ってみて｡ほかにわざとE]本語の先生のところに言って､日本語を
話したりしてたんですね｡たくさん交流すると自信もできるし､いいと思いま
す｡(中略)大学の研究室の人とも､積極的に話しかけるようにしてます｡
B:(日本語が上達したのは)専門学校の時アルバイトをしてからですね｡それまで
全然わからなかった｡アルバイトも最初はわからなかったです｡｢なにして､なに
して｣って言われて､｢～てください｣の意味がわかって､少しずつ(理解した)0
(中略)お客さんが｢小皿ちょうだい｣って言っても最初は｢こざら｣わからない｡
でも見て､｢小皿､小皿｣何回も覚えて｡だんだんわかるようにならたんですね｡
(中略)アルバイトから帰るとき､｢今日新しい言葉は何だった｣思い出して､繰り
返して｡
C:(日本で)アルバイトを居酒屋で始めたんですけど､小さいお店で､お客さんと仲
良くなって､たくさん日本語を話して｡慣れたら大丈夫｡
D:交換留学して､すぐにアル7†イトを始めて､仲良くなってたくさん話しました
ね｡それでだんだん慣れました｡(中略)たくさん話して､日本の文化を理解して｡
やっぱり文化を理解しないと難しい｡聞いても分からないこともありますよね｡
E:(日本語学校の時)パン屋さんでアルバイトしたんですね｡そこで少し(話した)0
(中略)ワーキングホリデーの時はアルバイト2つして､日本人の友達もできて､
たくさん話したのがよかったんじゃないかな｡
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F:(交換留学で)日本に来たときは日本語がほんとに全然わからなかったのよ｡学
校でも授業はわからない｡ホームステイのところの妹が英語がある程度できた
から､話したいことを英語で聞いて､日本語を習って｡クラスメイトと教えても
らった日本語で話して｡たくさん話してたらそのうちできるようになったって
感じかな｡(中略)やっぱりたくさん話すのが一番早いと｡
以上4つの学習方法を挙げたが､最後に挙げた｢日本人と話す｣ことは目標言語であ
る日本語の話者を積極的に人的リソースとして活用していることを意味している｡
他に人的リソースとして次のように述べた対象者がいた｡
C:大学の講義も､慣れたら大丈夫ですよね｡わからないところは友達に意味を確認
して｡最初はたくさん確認してました｡｢さっきのどんな意味｣とか｡(中略)私の
チューターがとてもいい人で､色々わからないところを教えてもらったり､一緒
に話をしたり｡本当に勉強になりますo
このように積極的に人的リソースを活かしていくことで聴解能力だけではなく､
総合的な日本語の習得が進んでいったものと思われる｡特に対象者Cは聞いたこと
をもう　一･度確認し､能力を強化していることがうかがえる｡
3-2.聴解学習に対する態度
対象者が聴解学習に対しどのような意識を持っているのかを調べるため､聴解能
力が伸びないと悩んでいる学生に､どのようにアドバイスするかを質問した｡
A:たくさん話してみること｡そのうちにだんだん話せるようになると思う｡相手が
言っていることもわかるようになるから､とにかくたくさん話してって｡
B:真剣になること｡口本語学校の時はあまり真剣に勉強しなかったから､テレビを
ただ見るだけ｡でも今はテレビをしっかり聞いて､勉強している｡意識が違うか
らたくさん勉強できますね｡あとは､中国語で考えるのをやめて､日本語で考え
て.-一一度にL手にはならないから､間違っても恥ずかしいと思うプライドは捨て
てくださいって言いますね｡
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C:チューターとできるだけ話すこと｡本とかテレビとかネットを活用するといい
と思います｡
D:日本人の社会に入り込むことが大事だと思います｡文化がわからないと､理解で
きないことが多いでしょう｡それから､たくさん聞いて､たくさん話すこと｡
E:一生懸命聞く｡わからないところを調べる｡あとは､自分で言いたいことを書い
て､それで話してみる｡そうしたら､単語も増えるし､聞いてわかるようになると
思う｡それから､同じ表現ではなくて､違う表現を探して使ってみるといいです
ね｡恥ずかしさをなくして､友達に聞いたりできると早く上手になるんじゃない
ですか｡
F:とにかくコミュニケーションをとってみるo自分でそうしたいと思うことは､抵
抗が少ないから､あきらめようとしないんじゃない｡興味とか関心を持っていれ
ば､楽しんで勉強できると思う｡
4.考察と今後の課題
今回日本語学習者に聴解の学習方法について面接を行い､聴解能力をどのように
伸ばしてきたかを調べた｡その結果､(1)聴解能力を双方向のコミュニケーション能
力ととらえていること､(2)日本人を身近な学習リソースとして活用していること､
(3)学習者の興味に合った聴解の学習方法を用いていることが明らかになった()以
下､それぞれの項目について述べる｡
まず､日本語学習者の聴解能力のとらえ方であるが､全員に共通していたのは聴
解能力を一方向の聞き取りでぼなく､双方向のコミュニケーションの手段として考
えていることであった｡このことは実際の生活場面を考えると至極当然のように思
われるが､日本語教育の現場では､読む､書く､話す､聞くという言語の四技能を切り
離して指導することが多いoそのため聴解能力というと一方向の入力(聞くこと)能
力と捉え､本来ならその先にある双方向のコミュニケーションのための産出(話すこ
とや書くこと)まで視野に入れた聴解指導ができているとは言い難い｡大坪(1983)は
聴解力指導の2つの重要な役割は､｢学生が知っておくべき適当な量の知識を与･える
ことと､教室日本語から現実のH本譜につないでいく教師の発する日本語の調整｣で
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あると述べている｡大坪(1983)では現実の日本語つまり実生活で使用される日本語
とテープなどの作られた日本語の違いについて注意を向けているが､実生活でのコ
ミュニケーション場面に必要な産出を視野に入れた聴解指導については触れられて
いない｡しかしながら日本語学習者が聴解能力のことを考えるとき､産出についても
同時に考えているということは､聴解指導にも産出を意識し行うこと必要があるこ
とを示唆している｡
次に明らかになったことは､日本人を身近な学習リソースとし､コミュニケーショ
ンをとりながら聴解能力を伸ばしていることである｡日本国内にいる学習者は日本
語環境で生活しているが､そ■の中で積極的に人との関わりを持てるかどうかが日本
語習得に関係していると思われる｡さらに国外の学習者にとっては､自ら積極的に日
本語環境を作り出すことは非常に高いモチベーションがなければ難しいように感じ
る｡今回の対象者のAやCも中国の大学のプログラムなどで提供された日本語環境以
外に､積極的に自身で探したものは出てこなかった｡これは､国外の日本語教師の大
きな課題のこうであると思われる｡
さらに､それぞれの学習者が持っている興味や関心に合った学習リソースを用い､
学習していること､そこから新しい単語を学んでいることも分かった｡インタビュー
にもあるように､単語帳を準備しながらドラマなどを視聴したり､アルバイト先で学
んだことを繰り返し覚えようとしたり､それぞれの学習者が単語について意識し､学
習していることが伺える｡前田(2008)では､中上級レベルの日本語学習者の聴解能力
は語糞力が強く関連するという結果が出ている｡したがって､学習者の興味や関心に
合ったものであれば､より学習効果は高まり､語菜力を伸ばし､ひいては聴解能力､コ
ミュニケーション能力を伸ばすことができると思われる｡したがって教師は学習者
の様々な興味や関心に合う学習リソースを提供できるよう､幅広い関心を持ち､学習
リソースを捷供できるよう努力をしなければならない｡これは昔からよく言われて
いることであるが､ここではさらに日本語学習者と人的リソースをつなげ､活用し､
発展させることまで視野に入れたプログラムを教師は考える必要があると提案した
い｡今回の調査対象の日本語学習者はテレビなどのメディアより､人とのコミュニ
ケーションに注目していることが明らかになった｡教師は今後､どのようにして学習
リソースとして日本語を使った人的リソースを提供していけるのか､また学習者自
身に探していくようサポートするのか考えていくことが重要であると思われる｡た
とえば､世界の様々な大学や教育機関がネットワーク化し､日本語の授業でインター
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ネットツールや電話会議システムを使い､日本語での情報交換を行うと同時に､授業
外でそれぞれの学生同士が自主的にコミュニティーを作っていく取り組みができる
ようになるといいのではないかと思う｡
この調査は1つの大学の留学生数名だけに行った予備調査であるため､多くの日
本語学習者にとって普遍的なものであるとは言えない｡今後､日本語学校に在籍して
いる学生や､定住者､国外の日本語学習者などより幅広く多くの調査を行い､日本語
学習者が聴解能力をどのように考え､学習しているのかを明らかにし､どのような学
習リソースが作り出せるか､また学習方法を示せるか考えていく必要がある.
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